
PTA広報の実践とその意義

―伝えるべき内容を伝えるための工夫と成果―

大宮南小学校ＰＴＡ執行本部



■はじめに

本発表では、内容と伝え方の工夫、そしてその成果を紹介し、

PTA広報の意義について考える

PTA広報は、重要な【メディア】である

意義

楽しさ

考え方

PTA活動の

目的

活動内容



・令和6年度以前：紙媒体‥学期に１回（年3回）発行 （A３両面）

・児童数1,000人超のマンモス校

・PTA会員に直接情報を届ける手段がない！

■背景と経緯

あるべき情報発信（メディア活用）
が出来ていなかったのではないか？

PTA本部の印刷・配布の作業負担が大きい。

学校に頼らないといけない現状。



R6年度：アプリ「がくぷり」導入

カラー表示など
表現の広がり

枚数の制限が
無くなった 視認性の課題

レイアウトの再設計が必要。「白紙の状態からのスタート」となった。

デジタル配信へ

● 委員会活動に人気の偏りがある

● 学校とPTA間の協議内容がうまく共有されていない
● 地域とのつながりが薄れ、保護者の意識も希薄になりつつある

PTA全体の課題

■背景と経緯



■方針

１ 迅速で細やかな情報提供

２ 親子のコミュニケーション促進

３地域との連携強化

４ スマホでも見やすいレイアウトの再設計



■迅速で細やかな情報提供

発信回数に縛られず、誰でも気軽に発信可能

学期に1回の発行では‥ 情報量が
多すぎる！

発行量を増やすと‥ 製作者側の
負担

タイムリーな単独記事

「PTAだより かわらばん」

きめ細やかな単独記事

「委員会だより」



■迅速で細やかな情報提供

かわらばんNo.1
コミュニケーション会議報告

PTAだよりNo.４
緊急車両通過時の対応

学校や保護者からの情報提供からすぐ作成した例



■迅速で細やかな情報提供（委員会だよりの新設）
・本部役員・委員が集まりにくい

・大変そうというイメージがある
課題

・委員活動の意義・楽しさを紹介

・支援の呼びかけ、関心喚起

委員会だより創設

その年に行った業務改善の
内容・委員さんからのおすすめポイント
などを盛り込んだ

「やらされている」ではなく、
「やってみたいな」
と思ってもらえるように



■親子のコミュニケーション促進

給食試食会 特別講演イベント いのちの授業

PTA主催のイベントで子ども達がどんな体験をして、何を学んだかを伝え、

親子のコミュニケーション促進に役立てて欲しい！



■地域との連携強化

防犯ボランティア感謝の会登校の様子の再現（動画）

登校時の混雑やマナーが問題になることがあった。

保護者から子どもへの指導の呼びかけや、地域の防犯ボランティアさんへの

感謝の気持ちを伝えた。



■スマホでも見やすいレイアウトの再設計①（視認性）

デジタル媒体の特性を活用

● 最低18pt以上の文字サイズ
● 色・挿絵で親しみやすさアップ

● スマホで読みやすい文章構成に

文章を「小分け」 枠で「囲む」
スマホで拡大しても、読みやすい！

今までの紙媒体をそのままPDF



■スマホでも見やすいレイアウトの再設計②

会計報告：購入物の写真添付 動画も活用

・実際の登校の様子
→ボランティア募集のため

・給食試食会で管理栄養士が使用
した動画
→試食会に参加できなかった方
にも知ってほしい情報を配信

など

実感しやすく伝え

身近に感じてもらう



■成果と考察

① 不人気な委員会 立候補者、検討中が多数！

② 登校時の児童の歩き方が改善！

③ 緊急旗当番ボランティア 応募多数！

おまけ 広報コンクールWeb版最優秀賞 受賞！



■作成者側の本音

作り手自身の 主体性 やりがい 楽しさ

作業に意味を見出すこと

質の高い広報は、「質の高い活動」から生まれる



■結論

・誠実な情報発信で信頼性・透明性を高める

・学校と地域、保護者をつなぐ大切なツール

PTA活動の

・PTA活動を自分事として考えてもらえる



■最後に

楽しむことが大切！

皆様のPTA活動が、楽しく、充実したものとなりますように
より良い子育て環境が築かれていきますように

ご清聴ありがとうございました！


